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和文要旨

　環境寺子屋は、2008年度採択教育G　Pによって設置された環境・理科教育推進室の名称で

あり、2009年度より学生向けに本格始動した。ここでは、自ら体験することに重点をおき、系

統立てた自然科学に関する基礎知識と指導技術の獲得を目指した1000時間体験学修プログラム

を教育学部の学生に対して提供している。本稿は、この2009年度の1年間の環境寺子屋体験学

修プログラムでの学生の学びと成長から、その成果を概観するものである。

キーワード　環境寺子屋、1000時間体験学修プログラム、体験学修、学修成果

＊島根大学教育学部　環境・理科教育推進室　環境寺子屋
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1．はじめに

　筆者のうち高須は、2008年度に島根大学教育学部附属教育支援センターの専任教員として

1000時間体験学修・基礎体験領域の運営に携わった。本稿は、そこで得られたlOOO時間体験学

修を行う学生の実態把握から、2009年度より本格始動した環境寺子屋体験学修プログラムを概

観し、学生の学びを考察するものである。

1．環境寺子屋体験学修プログラムについて

1．環境寺子屋の概要

　環境寺子屋は、2008年度採択文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム」によって取り

組まれている「豊富な環境リテラシーを有する『理科に強い義務教育教員』育成プロジェクト」

によって設置された環境・理科教育推進室の名称である。

　子ども達の理科離れは、従来から危惧されているが、一層深刻なのは子ども達と直接関わる

「教員の理科離れ」である。これは、（独）科学技術振興機構が行った「平成20年度小学校理科

教育実態調査及び中学校理科教師実態調査」において、教職経験10年未満の小学校教員のうち

理科の指導が「苦手」または「やや苦手」と答えた割合が6割をこえるというデータからも明

らかである（（独）科学技術振興機構理科教育支援センター（2009））。

　環境寺子屋では、この問題について、これまで教員養成システム全般を対象に高い成果を上

げてきた「1000時間体験学修プログラム」および「プロファイルシートによる資質の向上の可

視化」をベースに、環境教育を軸にしながら科学リテラシーにあふれ、それらに対して積極的

な働きかけができる「理科に強い義務教育教員の養成」を目的としている。具体的な活動とし

ては、自ら体験することに重点をおき、系統立てた自然科学に関する基礎知識と指導技術の獲

得を目指した1000時間体験学修プログラムを教育学部の学生に対して提供している。

2．1000時間体験学修プログラム基礎体験領域と環境寺子屋体験学修プログラムの関わり

　1000時間体験学修のうち基礎体験領域のねらいは、次の通りとされている　（畑・森本

（2005）より引用）。

①直接子ども理解を深める体験により、子ども理解力を高める

②教育的実践力を深める体験により、指導力を高める

③社会の一員として行う共生体験により、人間関係力を高める

④企画力を高める

　環境寺子屋の取組はこれらの目的のうち、②や④の目的を達成するための体験学修に相当し、

環境寺子屋の体験学修プログラムで取り組んだ時間は、1000時間体験学修プログラムの基礎体

験領域の時間として認定されている。
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皿．2009年度の環境寺子屋体験学修プログラムについて

1．登録学生について

　2009年度に環境寺子屋に登録した学生（以下、塾生）は91名である。また、塾生の専攻の内

訳は次の通りである。

表1＝2009年度環境寺子屋登録学生の専攻内訳

　　　　　　専攻

　　　　獺鰻購鷺雛

　　　　特別支援教育

　　　　　撚i灘鰯雛

　　　言語教育（英語・国語）

　　　　鰻騰難翻難

　　　　　自然環境教育

　　　　靉靆鍵鰯難灘

人間生活環境教育（技術・家政・幼児）

　　　　　灘織灘

　　　健康・スポーツ教育

　　　　　欝懸．灘繋

　　　　　　小計

1回生

獺

　0

　籔

　ア

　灘

　7

　雛　．，，

　2

　縫

　5

　織

44

2回生

懸一

　〇

　織

　0

　縷

　5

　籔．

　0

　繕

　0

　懸、，

　23

3回生

撫，

　0

　懲

　0

　繍．，，

　6

．織

　0

　鐵

　0

　難

　16

4回生　　小計

　縫

　0　　　　0

　懸，　　嶽　、

　0　　　　7

　鐵　　　　箋，，

　等　　　　19

．纏・，，　　懸，．、

　3　　　　5

　一籔　　　　雛

　0　　　　5

，織　　　　鐵

　8　　　計引

環境寺子屋に登録した学生は、初等教育開発専攻が4割、自然環境教育専攻が2割と、この

2つの専攻が大半を占める。また、2～3年をかけて完結する体験学修プログラムの性質上、

1・2回生が全体の7割を占めている。

2．2009年度に実施した体験学修について

　環境寺子屋は、塾生らに対して、今年度計35回にわたって、19の体験学修プログラムを実施

した。表2および図1に体験学修プログラムの一覧と概要を示す。

　取組の結果、取組ののべ時間は約160時間となり、参加した塾生はのべ457名に達した・各回

の単純平均で、1回あたり参加した塾生は13人程度となるが、実験や観察の基礎操作・基礎知

識の復習について、少人数構成で取り組むことで、各塾生の状況に対応した体験学修を展開す

る事ができた。また、最も多く体験学修に参加した塾生の参加プログラム数は25、総体験時間

数は83時間となった。加えて、環境寺子屋が認定する学内資格「アソシエイト・ネイチャーマ

イスター」を2名の塾生が取得するなど、学生の積極的な参加がみられた・
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表2：2009年度環境寺子屋体験学修プログラムー覧

2009年度環境寺子屋体験学修プログラム一覧

鍵
鱗
，
鱗
灘
鑛
．
靉
靆
魏

獲
麟
嬢
纏
繋
麓
獲
㎜
難

体験学修コード

灘簾叢麹，欝

A“B・C－1　　1／4

灘鷺灘灘灘、

A・B・C－1　　2／4

欝鐵，蓬鐵　灘霧

G2　手／2

羅縫繋灘

（二一2　2／2

灘簗　舞灘

A－2　2／2

鑛叢　難総

B－2　2／3

『麟難灘欝欝

B－2　3／3

騰嚢，

Aオプション

麟灘，霧塗

G3　2／2

醤灘藻鑛難

8オプション

鱗甑鶏戴癒一舞

A・B・C－1

，鱒

A・B・C－8

雛簗　縫鑛

B－7　2／2

鰻騰縷纂，欝

A・B・C－1

難窃，

A－4

綴纏灘雛

G7　2／2

懸欝i

B－4　1／2

，欝灘．＝，難鍵

鱗，

3／4

4／4

　　　　　　　　　体験学修名

楽騰難欝欝難鞍灘難繋羅繍懇雛
楽しむ・わかる科学基礎実験塾（学内植物観察）

緩繕灘轍，，

楽しむ・わかる科学基礎実験塾（光学分野：万華鏡ほか）

．綴麟灘繊騰繋騰礎鑛灘慧難難難灘懇灘麟鞍

生活文化塾（茶摘み）

鍵灘驚難塾欝難灘霧

生活文化塾（茶製造）

灘灘灘靉靆難灘灘

環境保全化学塾（実験）

難鎌難難霧靉靆縷難灘雛縫繍
星空・地球研究塾（日食観察）

舞灘灘灘醸難藤，
星空・地球研究塾（日食まとめ）

灘購灘靉靆灘購欝，

電気を作ろう！ためよう！活用しよう！

靉靆欝騰獲騰簸雛灘．

調理科学塾（調理・米飯と味噌汁）

饗灘難騰鍵糞難欝鞭繋灘難業講騰講難難灘獺騰i雛

稲刈り・はで干し

叢雛，靉靆灘懸離礁鍵灘懸鱗難難鱗溝…，・

楽しむ・わかる科学基礎実験塾（酸・アルカリ）

灘i難1餐灘撚灘鐵、騰懇麟葬．．

子ども向け科学講座企画塾

灘鐵・懸難灘藁靉靆靉靆

星空・地球研究塾（望遠鏡操作）

難騰繋繍鑛靉靆懸，

楽しむ・わかる科学基礎実験塾（雲発生実験）

、叢搬鍵難，麟懲欝i麟

エネルギー物理教材開発塾（山口大学との交流）

・鑛麟灘難雛灘灘織灘韓難雛麹萎

食品科学塾（発酵食品1パンづくり）

霧灘購難難灘灘騰騰鐵懇灘擬縷騰難獲叢雛灘嚢．

生物観察塾（野鳥観察の基礎）

難雛繰雛鞍難欝灘灘靉靆霧靉靆

融

担当教員

畿縷、霧欝

大谷　修罰

1欝欝羅・

高須　佳奈

灘鑛灘騰

高橋　哲也

欝鱗難霧

高橋　哲也

灘雛懸

西山　桂

繋灘総灘

松本　一郎

鑛鑛i灘難

松本　一郎

講一灘
西山　桂

灘鑛騰
麻生　祐司

難騰難
大谷　修司

携霧雛騰

高須　佳奈

欝欝懸

高須　佳奈

灘騰一撫

松本　一郎

灘繁縷灘
高須　佳奈

欝欝，灘懇

葭山　桂

磯蟻難簸

麻生　祐濁

糠欝灘蟻

大谷　修司

叢総額騰

辮汀

　　体験学修日

薯ｦ纏縫総，

2009／6／3

難顯灘籔

2009／6／10

簗鱒灘欝講

2009／6／24

鍵雛灘鰹

2009／6／30

簗灘難灘i鑑

2009／7／8

繍靉靆灘

2009／7／22

難搬霧靉靆

2009／7／29

灘難灘i

2009／8／8～8／9

簗灘鑛響

2009／8／26

鞭灘纏灘

2009／10／3

馨㈱饗艱難『、，

2009／10／28

灘靉靆鰹縫

2009／11／16～12／21

、皺皺灘縫灘

2009／12／2

馨購灘縫
2009／蕩2／9

叢鱒饗難灘鞍

2010／崖／5～1／7

鐡鞭灘難灘

2010／1／27

灘難縫灘雛

2010／2／誰6

鞭靉靆，，，，

　　　　　　　計

参加人数時間数

　鑛，．，一籌霧

　12　　　　等，5

，灘，，，・難

　34　　　　1．5

　灘　・i，鞭。

　24　　　　3

．．

蛛@　　雛難，

　7　　　　3

　懸　，．！・靉靆

　14　　　　1、5

　鰹　　書，・鞭・

　25　　　　3

　鑑　　　　欝

　22　　　　1，5

　欝　 露，，

　2　　　　　7

　霧　　　、，，難

　2　　　　2

　嚢　鍵．・．『，一，霧．

　8　　　　　9

　綴一，　繕　一

　7　　　　　1．5

　嚢　　，灘，

　5　　　　26

457

霧

　3

雛

　1．5

　縷

　23

鐵，，1

　2．5

難

0．5

鑛

158．5

窃　　　麟　　軍
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欝

距離鰻。鍛『

　　鵬難
耳愚　　　　　醗脳

麟

．鞘

拶

灘 黙

麟

新学翌指導要領（理桝）に基づいて、物理・化学・生物・

地学に槻、i～する「エネルギー」拝粒ぬ・「生命」・「地球」

のそれぞれの柱の相関性・系統性の理解と、楽しい料

学究験をとおして基礎的な学轡事項の復習を行いまし
た，「2009年度は、「光で遊ぶ（光の工作）3・「おいし

く学ぶ酸・アルカリ（指示薬の作製爽験）」ギ自然観察

箏始め（学内植物観察）」・「超1塘礎気象学（気象雲験）」

と題して行いました，、

螺繊灘難鷲撫
　　響　　　　　　　、 運覚しました，2009年度はi2月に「光の1二作☆クリ

スマスファンタジー」と題して企画・運営を行いました．

　教材の開発、取組全体のコーディネートのほか、各

自が様々な役割を担い、1つの科学講座の実施を通し

て、より実践的な力を伸ばすことができました．

纏．，一難鰺講探懲

繍

』
“

、難縦螺華，

ま

き

郵

　　　　　　　　　　化学実験における安全管

　　　　　　　　　　理について翼翼をまじえ
　　　　　　　　　　て取り組みました，、

　　　　　　　　　　　．1化学爽験における安全

　　　　　　　　　　　管理について

　　　　　　　　　　　廃液処理の理論と方法

曝擁舞羅

　情・理解を支援する教材の

　、理科教育とニセ糾学

　○基礎的な11作技術

　○光の三練色実験欝鋒作製

　！㍉光の混合実験とエネル

　　ギー

　などを学びました。

縫鱒購麟糠

縦魏裏し糞澱

青

き

エネルギー変換について、

基礎知識を復習し、他大学

との交流または、学内での

エネルギー変換実験およ
び実轡σ）2つσ）パターン

で取り組みました、、

．プ地域に根ざしたエネル

　ギー教官のあり方（由
口大学と共｛崔）

．、 {質を理解するエネル
　ギー変換実験（学部内）
　　　　　　　　　　　　｛

繋

｛奉験型1は、　2009舞三7月

22臼の1｛食にあわせて講
義ヂ爽習で取り組みました，，

⇔口食の原理と太陽系

○撚食観察（11海・大学内）

○“食観察会の開催

体験塑IIは、天体耀遠鏡の

操作や｝経歴畢見盤を利用し

て、月・悪騒とその衛壌・

倣騒の観察翼翼をおこない

ました。，　　　　　　　1

　島根大学が取得している

ISOi4001をベースに、
　学内の環境評価について

講義と実翼で取り組みま
　した，1

　、地球環境問題の今
垂
　．。壕SO14001　と尋よ

　ノ静内0）環境調査と評｛曲

　　学内環境調査

　をテーマにディスカッ
　ションを行いました、

1撚黙　　鰹

騰　欝鱗蓑

　　　　　　一確・　欄

　一議・

島根県東部に億慨する宗道

湖・斐伊川河口域は日本で

も有数の野鳥0）生息域と
なっています，、この地域の

自然と生物たちの共生につ

いて、野鳥観察を中心に体

験をまじえて学びました．。

、。

dt朝の野鳥観察
．．，一鞄ｹ湖自然館ゴビウス・

　穴道湖グリーンパークに

　て専門家を交えた突翌
　　　　　　　　　　　　議

欝韓

灘1覇ll黙算と歴　ヒll
　　　　　　　　　　■ノ茶の栽培法　　　　　　繕

轟。踊躍1譏嫌　　鰻
　　　　　　藷磁器繍輔

，謙 J島鰍難物資源群糎
　　　　農場で栽培されているお茶1
　　　縫を構し自分たちで製茶を1

題材に、調理科学・調理方

法について学びました，

○炊飯の科学と基礎的な比

　較実験について0）学習

灘臨鍵篇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

機囎難野墓㌧蟹鰹ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

鍛

鋸綴1難灘総
論観製脚を耀しま／
　　　　　　　　　　伝統的な天然染料と歴史舞

懸

盤盤
き
垂

灘鍛藁鶏騰染色ll

　　実習　　　　　　鶴
　について取1）組みました一一　繕
　　　　　　　　　　　　＿お

諺

撫認鱒難穫縁蕊耽麟翻難験鬱鬱プ鐵繊うム巻離婁蕪灘聾滋纏潜蓼繁癒っ難纏、御難赫務類ン”お1諒5翻縫｛5凝取総翻お撃蒙ず．・

薄

図1 2009年度体験学修プログラムの概要
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高須　佳奈　　山下　稚香子

1▽．塾生の記録・アンケートに見る環境寺子屋体験学修プログラムでの学び

1．振り返り帳にみる学生の学び

（1）振り返り帳について

　環境寺子屋の体験学修では、参加した学生に、必ず「振り返り帳」の記入が義務づけられて

いる。これは単なる記録ではなく、その体験学修での経験を振り返ることで、学びの成果を客

観祝する訓練を兼ねている。図2に振り返り帳の例を示す。塾生が記入する項目は、「体験学

修でうまくいったこと、いかなかったことは何ですか？」および「体験学修を通して何を学ぶ

ことができましたか」の自由記述と、自己評価である。各体験学修の内容は、シラバス等で予

め情報提供があるほか、体験学修を始めるときに必ず、体験学修を行うための講義・研修等が

行われており、各内容について塾生も概観することで目的意識を持って体験学修に取り組むこ

とができ、振り返り帳の抽象的な項目についても、具体化して自己評価を行うことができてい
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理：環境寺子巖

　診

u 体験学修

島撫大学教育学部環境奪亭綴

掘り遜り帳　　　　覧　￥

体験学修簗一ド：8叫 名称：生物観察塾～冬の野鳥観察～（体験叢）

実施臼1纏隼露月μ臼 学生讐敵 属名：

轟　菖 舞　　　糞

欝欝繋撫　鱒 ・嚢蝋 羅灘懸鞭・飆飆難　　　　　　　　叢寮繋難鰻・鰻霧欝餐

”翼蝦一聯｝ 一鞭・＝＝一一、＝

観察　　　　　★★★★ 案践的な観察披雛の修練および修得
超然斜掌賽銭力

環境教育　　　★★ 分野バランスのとれた環境り予1ラシーの醸成

教育実践力 教科理解　　　★★★★ 敏窟内鍵の体系難癖お毒び懲教秘との澱逡性の理解

華南　　　坤 暫 螺　　　罫

難黙 @　　黙灘　　　　灘灘瀞

擢廻鍍銀曝勘、解壕嫁麟’・、彦、婦解ダ．辮鉱
い継かいい冠纂鱈マ・ 鶴醗イ雑が釈」で編まず湾　／拶？慧

称賛撫錘’｛ 鯵穿の授能ゑヂ鯉醇1｛4、テ・ン〃待　メァ蔽

録轟4む郷鰺鋼毎罫九ノ11立 鼠輩財ヌ護り靭ズ藤塚

媒参牽一ぐ

}触だμほ，

，獅9、姦　　　’噛梱一一’一脚一　　　　　1鷲1て　　　、譜　　煮．江．，

￥咩蝌o董麟．

　　揖）鞍書物　義㌧、　ど弄舞ア噂儲棚ぐ

鵠　　赫

鶴難難難熊瓢籔難覆したか？

葺夢・ ノ．，野御覆クκ鵡ガ♂アー競琢岸麟罐ビド隔慮ん

コ跳郭ノ錘燥ぐア麟響厚 ノィ・／げン賀窺籍伽腰多（蘇び憾

磁了海部，ゴぐフμ麟1ξ姓 鶴蓄鞍、麹嫁｛タ鎌・ゐ，・鐸！ノ

3，で、麓山湖が詠拶・欝多〃）〆な・ ギ
む

　　　　　　　　　　　　　　　　　搾P一ノ、ごおン『諏み♂教7、轄1
ｹ
憾
　
’

ピぎろ整艦
、　　　　繹　　　　！

ｮ磁炉ノ〃 輝伽ノ鶴 9で

熾葛評儀：　　／10
他辮優　9／紛　　　　　　　　　　　　壌鐙

＊裏面には、自由に意見など書いてください、

図2　振り返り帳の記入例（1回生）
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環境寺子屋体験学修プログラムに見る学生の学び P209～220（2010）

（2）振り返り帳にみる学生の学びと成長

入塾当初の春季と、年度末に近い冬季の体験活動の振り返り帳の記述例を以下に示す。

懸懸靉靆懸灘縷靉靆難雛鑛郷雛

・1つ書つの手順を皆で意見を出しながらやっていったら一した。巡業
詫　　　　一。知っている事も頚一たです。
　　　　　　　　　　一ABG1「楽しむ・わかる科学基礎実験塾（万華鏡作成〉」（2009．6．10）一

・今回は体験型だったのですが、学ぶことが多く、豊麗一宣を残念に感じ
ました。でも、　　　こ

実験の指導をするときは、

ロ　細い馬

　　、

こ　A嶋　、燭　、っ一と思いました．（中略）

　、　　　 つ1…い胸当
一だと思いました。
　　　　　　　　　一A－4「エネルギー物理教材開発塾（エネルギー変換実験〉」（2010．2．10）一

鞭縷鍵購騰鰯馨鰯灘1鑛

・自分が見たことがあるようなお茶の状態になるまでは、何度も揉んだり乾燥させたりと、色皇

一た。今回の蓋一た。　　　　　　　　　　　　　　　　　一（：一2「生活文化塾（茶の製造）」（2009．6．30）一

・一ゴパン 部　・な　　パン

こうい

蜘の鳶　い燭こ

　、つ　｛ ’レ轍ンの遭

に　 “ル榊’　い噛の詫　つい
　　　’★　　　　、　な　ヲ璽ン　曇

こ｛ こ ・キ・。（中略）こんなに簡単に楽しくパン作

りができるということで壼一。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一G7「食品科学塾（パンの製造）」（2010．1、27〉一

　「体験学修でうまくいったこと、いかなかったことは何ですか」の項目では、入塾当初の春

季は単に自分の経験（スムーズにできた／楽しく作業ができた／再発見・再確認ができてよかっ

た）のみの記述にとどまっていたが、取組を重ねるにつれ、冬季の同項目には、自己反省とと

もに、新たな視点である「子どもにとっては」という記述がみられる。体験を重ねるにつれ、

体験学修で得た成果をより消化して吸収することができたことで、学びを客観視することがで

きており、さらに、指導者としての視点が育ってきていることが考察される。

　また、「体験学修を通して何を学ぶことができましたか」の項目の記述では、春季には、体

験学修から学んだ大項目のみの記述にとどまっていたものが、冬季の同項目では、体験学修で

得た知識をより細分化し、具体化して簡潔に表現する記述が見られる。また、自分の体験を誰

かに伝えたいという他者への積極的な働きかけがみられる。

　いずれの塾生も、体験学修の積み重ねによって、始めは「楽しみ・驚く」ことを中心に参加

していた体験学修から、各体験学修のねらいを的確に読み取り、体験を軸としながらも得られ

た知識・経験を系統化して身につけて行きつつあることが読み取れる。また、自分の経験が増

えたことにより、他者へと積極的に働きかけたいという指導者としての原点が育っているとと
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高須　佳奈 山下　稚香子

もに、指導者としての視点から体験学修に積極的に取り組む姿勢がみられる。

例示したものは2名の塾生のものであるが、これらの学びと成長の傾向は、環境寺子屋体験

学修プログラムに参加した学生のどの振り返り帳からも伺うことができ、ここに塾生の学びと

成長を垣間見ることができた。

2．平成21年度の年度末アンケートに見る体験学修の成果

環境寺子屋塾生を対象に、今年度の活動を振り返るアンケートを実施した。実施当初は、単

に環境寺子屋事業内容の参加者評価として実施したが、興味深い結果が得られたので報告する。

（1）教職を志望する4回生に対するアンケートの実施と結果

塾生のうち教職志望の4回生に対して、以下の項目のアンケートを実施した。

環境寺子屋　2009年度アンケート項目及び結果（4回生）

実施日：2009年1月29日
対象：環境寺子屋塾生　4回生3名

教育職　企業等　　　　合計

　2　　　1　　3（全て初等専攻）

Q1．卒業後の進路

舜
2
驚
蝋
4

教職

一般企業等

欝欝

その他（ ）

Q2．環境寺子屋の体験学修は、あなたにとって…

慧
4
慧
2
難

i叢鍛ii鍵鍵盤雛難

役に立った

！講講騰欝欝嚢齢盤鱒鞍懸麟縫麟欝

あまり役に立たなかった

総難叢叢嚢i篠灘難懸靉靆離

職
嚢
。
雛
。
懸

教
罐

等

業
麟
0
灘
0
懲

企
　

，
撒

★上記1～5の項目を選んだ理由を簡潔に書いてください。

・自分の知らないことを身をもって体験し、学修することができたから。

・理科に関する知識や実験の技能を再確認することができたから。子どもと
関わる中で指示や助書の崩し方を考えることができたから，

・あまり活動に参加していないので、

Q3．後輩たちへのメッセージ（環境寺子屋体験学修について、卒業生の視点で後輩たちヘメッセージをお願いします。）

　　　＜進路：教職＞
　　　・環境寺子屋は本物を知り、体験することができる場です1！教科書に載っていることを実際に体験したり、教師としての視点

　　　で教材を考えることができたり、とにかく楽しく学べます。今はインターネットなどが普及し、すぐに様々な情報を手に入れ

　　　ることができる時代ですが、その分自分が実際にやってみる、触れてみる機会は減っているのではないでしょうか。教師にな
　　　ろうとしている私たち自身にも言えることだと思います。まず自分が体験してみないと子どもに伝えることは難しいと思いま
　　　す。ここで多くの経験値を増やし、いろんな知識をもった教師になってほしいです。

・環境寺子屋での活動は、自分で作業する活動がたくさんあります。はんだやルーペなど、指導する側になる前にもう一度触1

ると、子ども達にも自分の言葉で伝えられるようになります。良いところを挙げるとキリがないので、「百聞は一見に如かず！1」1

ぜひ一度参加してみてくだざい。その時に、楽しい・面白いもしくは難しいと感じたところがら学びが始まると思います。　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髪

く進路：企業等＞
・体験型はとってもおもしろいし、自然ってすごいな、と思わされるものもあります。私はもっと参加しておけばよかったなi

と思っているので、是非積極的に参加してくだざい。
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環境寺子屋体験学修プログラムに見る学生の学び P209～220（2010）

（2）1～3回生に対するアンケートの実施と結果

　1～3回生については、特に次年度以降との経年変化を調査できるよう、さらに詳細な質問

項目を設定した。アンケートは、2010年2月22日および23日の事後指導（支援センターと共催）

に出席した塾生38名を対象に実施した。アンケート結果の項目と結果は次の通りである。現時

点で全ての塾生からのアンケートは回収できていないが、中間報告として下記の通り報告する。

環境寺子屋　2009年度アンケート項目及び結果（1～3回生）

実施日：2009年2月22・23日
対象：環境寺子屋塾生　1～3回生38名

．1．類集、．、，2回生　3回生　　合計

　25　　　11　　　2　　　38

Q1．環境寺子屋に入塾した理由はなんですか。最も当てはまるものに○をつけて下さい。

舞．鞠籔驚灘轍離魏靉靆簸難難麟獺懸趨罎

2．よくわからないけど、取りあえず入塾してみた

難一難麟繋…灘欝懸蝶撫簸灘麟1纏難懸鐡嬢韓

4．すでに自然科学は得意だったが、ざらにスキルアップをはかりたいから

1回生　　2回生　　3回生

　霧　　　灘　　　癖

　2　　　　等　　　　O

鱒　　　　．灘　　　　覆

　5　　　　2　　　　0

灘　　織趨　　　一鶴懸

合計

鍵

3

勲

7

癒購

Q2．それぞれの体験学修に参加するかどうかを決める主な基準はなんでしたか？最も多かった理由に○をつけて下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回生　　2回生　　3回生　　合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緩　・　舞　　　灘　，，・，．灘

　　　2．面白そうだったから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　　　6　　　1　　　24
　　　灘躍靉靆灘…難…／…雛／離麟灘　　　・　　　　　　　　　灘．．，．1顯，靉靆，＝，1一，、，懸…

　　　4．苦手分野だから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　2　　　　1　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　．，，“　難　，．灘寮1蕪簸，嚢一．・，懇

Q3． 入塾するときに、寺子屋に期待するものはなんでしたか？当てはまるものに○をつけて下さい。（複数回答可）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回生　　2回生　　3回生

籍麟i灘麟懸難灘i騨馨難灘　一．　1．．・．　　　・，，灘馨　．灘，コ，職i
2．情報収集力を高めたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　4　　　1

澄灘麟鞍靉靆麟嬢欝一・・　　騨一難灘総総　一蕪1警・・『……灘1＝，一一．一難…灘，，1，醗・

4．物事を他者に伝えるための表現力を身につけたい

霧．靉靆麟i雛i叢灘縫i灘嚢懸麟難一・

6．観察技能を身につけたい

灘．・繋i灘灘i嚢騰綴雛濾鍵癬靉靆騨・

8．環境教育力を身につけたい

麟幾叢叢雛難懸灘霧講難懸，，・

10．教科内容理解及び、他教科との関連性を理解したい

灘、懇纏i灘鑛難鱗驚 妻

1
難
，
O
鱗
0
鱗
0
．
纏

合計

綴灘

7

灘．

11

鞭

19

欝

13

．雛繕

12

灘
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Q4．入塾することによって、上記の1～裕の自然科学力のうち、自分についたと思う力を番号で答えてください。（複数回答可〉

1回生　　2回生　　3回生　　合計

　　驚灘縫辮、騰騰轍講灘欝灘麟麟懸

　　情報収集力を高めたい

　　総灘繰鰯灘麟灘灘

　　物事を他者に伝えるための表現力を身につけたい

　　靉靆鞍繋i灘籔篭難機懸鱒

6．観察技能を身につけたい

灘，叢灘懸雛靉靆謹欝i難…靉靆・・

　　環境教育力を身につけたい

　　鞭叢雛靉靆懸鐡薩麟難騨・

10．教科内容理解及び、他教科との関連性を理解したい

纐．総㈱il縷縷雑嚢難灘　　　　　　　　　　　　　　　舞

．窪毒

2，

籔．“

4，

灘．

8、

鍵．

雛難　　　雛

1　　　　0

繋　　　・灘．一

1

覆
7
霧
4
灘
霧
2
霧

書
“
嚢
－
・
灘
㎜

0

難

1

霧

難　　　・叢，・

1　　　　2

繋　　　霧

1

轡

0

霧

0

懸

3

攣
8
㎜
霧
5
霧
3

難

霧

Q5．次年度も入塾を希望しますか？

簿．灘癒

　　しない

　　叢総靉靆鞍懸雛

2．

霧．

1回生

翻・

　0

縫

2回生　　3回生

『、
�P灘　　糞難，

　1　　　　0

　嚢　　　　諜

，，無

筋

姦　　　　　　　　　　　　　　　く入塾を希望しない〉
　　【2回生】

　　・3年になり参加しづらくなると思うから．
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　セア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トロ　　　　ド　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は

　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一塊

　　　　　　　　　　　　　　，…難i灘靉靆欝欝繋
懸i難麟・，導，、，，．

鐵灘難雛饗雛欝灘難鍵灘
灘鶴騰縫饗靉靆懇灘鑛懸灘艱難．，，

・灘磯繭鍵舞欝欝簾i鱗靉靆懸．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘鱒難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・灘鍛灘難難難雛羅鬱鬱縫雛雛
Q6．上記の理由を教えて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　総灘麟雛馨懇難馨灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・難鑛懸騨灘讐灘灘灘鐵叢叢灘鑛．灘雛灘織鞭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く入塾を希望する＞一　　　一　　・繋謙欝灘幾i撚騰鱗懸騰難灘灘難纈礁灘灘繍灘縫懸鱒
　　　【1回生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鑓灘驚灘魏難靉靆難難懸篠欝欝難灘懇欝難欝1難業蔀

i蕪饗蕪㌶1泡　　　　灘鱗纏雛灘灘灘鋸
　　　・もっと理科の楽しざを教える先生になれるように頑張りたい。　　　　　　　　　　　　i欝灘鍵鎌

　　　：瓢擬傷ヒのことを学べたと思ったか飢　　　　．，懸難靉靆灘麟雛灘…灘熱灘

　　　・1年間続けて、もっとそれぞれの分野について知りたいと思うから．

　　　・副専攻が理科なので、少しでも理科系の活動をし、知識などを増やしたいから。

　　　・理科を楽しいと思え、もっと体験を続けていきたいと思いました。それから、より知識を深めるためです．

　　　・どの活動も本当に勉強になるのと、自分の能力（無知さ）をよく知ることができました。1年目はまだまだだったので、来年度
　　　に成長していけるよう入塾を希望します、、

　　　・今年の活動を生かして来年はより理解を深めたいから、，今年はなかなか参加できなかったので、来年はもとたくさ」んの活動に参
　　　加したいカ、ら，，

　　　・今年度、環境寺子屋でたくさんのことを学ぶことができたので、来年度も継続して参加したいと思うから、，

　　　・今年体験できなかった実験や講義もやってみたいから。

　　　・1年間の活動がとても楽しくできたため。今年度は授業の関係であまり参加できなかったので、来年またやりたいと考えたから。・

　　　・今年度は授業の関係であまり参加できなかったので、来年度はもっと参加したい。

　　　・特定の分野だけでなく、さまざまな分野を学、ヨくことができ、体験できることが楽しい。

　　　・今年度、申し込んでおきながら、全く活動に参加していなかったから，，来年度こそ積極的に参加していきたいです。

　　　・今回の参加数が少なかったので、時間の許す限りもっと参加したいと思ったから、、

　　　・今年はあまり参加でぎなかったため。

　　　・あまり時間が合わず、参加できなかったので、もっと参加し、楽しく学びたい。

【2回生】

・理科の知識をもっとつけたいから、、

・実習もありますし、正直わからない部分もありますが、自身が実感を伴って理解するためにも参加したいと考えています，

・まだまだまだまだ身につけたい知識や技能がたくざんあるから。次は少しずつでも後輩に教えるということをしてみたいから。

・環境寺子屋でしかすることのできない体験ができるから。
・理科の知識をふやすため。

・今年度が大変実りのある活動だったから、来年度も自分磨きの一環として参加したいから、、

・今年参加できなかったため。

【3回生】

・今年度活動をしてみて、楽しかったし、もっと子どもたちにこの楽しさを伝えていぎたいと思ったから。

（3）アンケートのまとめ　一アンケートからみる学生の学び一

＜4回生のアンケート結果の考察＞

4回生ながら、環境寺子屋に入塾した教職志望の学生は、すでに1000時間体験学修の体験時
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環境寺子屋体験学修プログラムに見る学生の学び P209～220（2010）

間数が1000時間に到達していたにも関わらず、環境寺子屋での活動に参加している。アンケー

トの対象人数が少なく、数的な考察は不可能だが、アンケート結果に見られるように、特に4

回生の夏に教員採用試験を受け、進路として教職に決定していた学生からは、環境寺子屋の活

動について積極的な意見が述べられている。特に、後輩たちへのメッセージとして現れている

ように、もともと不安を抱えていた理科の指導力に関して、環境寺子屋の活動がその不安感を

軽減し、プラスの効果が得られたことを示唆している。これは、小川ほか（2007）でも指摘さ

れているように、3年後期の実習セメスターを終えて、教職志向性・教職専門性への意識が高

まっていたことから、4回生になって、自らの弱点克服のために環境寺子屋の体験学修プログ

ラムに参加したものと考えてよいだろう。いずれの学生も体験学修に非常に積極的に参加し、

さらには、すでに教育現場での実習経験もあったことから、指導者としての指導の仕方に関す

ることまで質問を行うなど、体験学修プログラムを十二分に活用し自己の経験にしていたとい

える。取組時期は4回生と遅かったものの、環境寺子屋体験学修プログラムは、教職を目指す

学生にも非常に効果があったと考えられる。

＜1～3回生のアンケート結果の考察＞

　Q1の入塾理由では、項目3「少しでも自然科学を好きになりたかったから」が半数以上を

占め、これは登録塾生の専攻内訳との関係が深いと考えられる。すなわち、自然科学二理科を

専門としない塾生が8割近くいることと関わりがあるだろう。

　特に興味深かったアンケート結果は、Q3およびQ4の結果である。環境寺子屋入塾時にもっ

とも期待値が高かったのは、項目1の「知識力」であった。アンケート実施者は、項目9のよ

うな実践的な内容に関する期待値が高いのではないかという予測をしていたが、環境寺子屋入

塾時から、塾生各々が自分に足りていないのは、自然科学に関する基礎知識であるという認識

をもっていたこと、また、既設の学部授業を受けるだけでは不安を感じていたことも伺える。

　加えて、Q4で「自分についたと思う力」についても、項目1「知識力」が多数を占めてい

る。知識を効率よく吸収するための取り組みとしては、座学での講義が一般的であるが、環境

寺子屋の体験学修プログラムでは、そのような座学の活動はごく一部分であり、実験・実習・

観察を行う際の動機付けや必要事項の確認等、活動の補完的な役割を果たさせているに過ぎな

い。これは、「体験すること」を軸にして綿密に組み立てられた体験学修カリキュラムが成功

していること意味している。

　また、Q6の回答にみられるように、来年度も活動の継続を希望する塾生は75％を超えてい

る。一方、「入塾しない」および「まだわからない」と答えた塾生の回答理由は、いずれも時

間的制約であった。また自由記述に見られるような、学部授業等とのすりあわせ・実施時期等

については、体験学修提供者としての環境寺子屋が来年度以降積極的に改善していくべき課題

として明らかになった。

V．まとめと今後の環境寺子屋体験学修プログラムについて

　平成21年度より指導した環境寺子屋体験学修プログラムだが、塾生の成長を概観したところ、

実施したプログラムは、概ね成功したといえよう。
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高須　佳奈　　山下　稚香子

　環境寺子屋の体験学修プログラムは、来年度で実施2年目となる。体験学修としては基本的

には1年目と同内容を取り組むが、今年度体験学修を履修した塾生が、後輩を指導することに

重点を置き、同じ取り組み内容でも塾生の経験の差によって別視点で取り組むことから教育実

践力を段階的に伸ばすことを想定している。この体制により、塾生の多くが苦手意識を持って

いる自然科学について、知識・技能の定着をねらいとしている。また、科学の楽しさを十分に

体験するとともにその背景にある知識を吸収するという経験を重ね、最終的には、自然科学を

テーマにして子どもたちと関わり合う「科学講座」の企画運営を行えるような教育実践力につ

なげていく。このように、環境寺子屋に入塾してから自らが指導者として実践を行うまでには、

少なくとも2年程度の時間が必要となる。環境寺子屋の体験学修プログラムは、このように長

いスパンで効果的な学生の成長を支援するものである。来年度以降、より塾生が継続して体験

学修に参加しやすいよう配慮するとともに、各塾生の実態に即したきめ細かい指導を心がけて

事業展開していきたい。
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